
目標

対象

日数 0.5日

時間 2:00

科　目　名 時間数

自治体で使えるデータ 2:00

講師

デジタル人材育成研修

自治体で使えるデータ入門(※ライブ配信型)

・自治体実務で活用できる統計データの種類や特徴を理解する。
・表やグラフから読み取れる情報を整理し、課題発見や施策検討につなげる力を養う。

全職員

研修日程
【第１回】 ６/15（月） 【第２回】 11/11（水）

各回午後実施（13：30～15：30）

実施科目

科　目　内　容 方　　法

・データ利活用とは
・データ利活用のプロセス
・自治体で扱うデータの基礎
・データの読み方、活かし方
・実務で役立つツール紹介

講　　義

外部有識者

参加した研修生の声

・データと聞くと難しいものだと構え過ぎていたが、データ自体が難しいものなのではなく、どう活用していくか
が大切だということを理解した。
・知識もないため業務上あまりAIやデータの活用をすることはなかったが、活用することで自分では気付けな
かった解決方法も見つけられるかもしれないと感じた。
・教職員の人事管理をする際や、事業の継続可否を判断する際に現在の課題を認識したうえで、使えるデータを
見つけて分析したい。
・業務で給付費を扱っており、それらの統計からの分析（なぜ増加しているのか等）を求められるため、統計の具
体的な分析方法等（もっと具体的な手法的なこと）について知りたかった。

研修所メッセージ

・自治体におけるデータ利活用の考え方やプロセスを、わかりやすく学ぶ入門研修です。
・難しい統計学ではなく、身近な統計データの読み方や活かし方、実務に役立つツールが学べるため、気軽に
データ活用の第一歩を踏み出せます。
・EBPM研修の前段階として、政策や業務にデータを反映するための基礎を身につけてください。
・全日程、ライブ配信のみで実施します。研修環境等の整備が難しい場合には、研修所に来所いただければ、設備
の貸し出しが可能です（その場合は事前に各団体研修担当者を通じてご相談ください）。


